
３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
は
、
国
等
に
対
し
て
は
、
支
給
し
な

い
も
の
と
す
る
。

４

第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
は
、
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は

「
附
則
第
十
五
条
の
四
の
七
第
二
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
労
働
者
処

遇
改
善
促
進
助
成
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、同
条
第
二
項
中「
雇

用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
四
の
七
第
二
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成

金
は
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
の
」
と
あ

る
の
は
「
事
業
主
の
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中

「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
四
の
七
第
二
項
の
規
定
」
と
、「
と
い
う
。）

又
は
訓
練
を
行
つ
た
機
関
（
以
下
「
訓
練
機
関
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
と
い
う
。）」
と
、「
代
理
人
等
又

は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
等
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
に
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
労
働
者
処
遇

改
善
促
進
助
成
金
に
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
は
」

と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」
と
、
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
二

十
条
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
及
び
第
百
三
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ

る
の
は
「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ

る
の
は
「
代
理
人
等
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
高
年
齢
労
働
者
処
遇
改
善
促
進
助
成
金
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
五
条
の
五

第
百
十
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
と
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
分

の
間
、
被
災
者
雇
用
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
以
前
の
日
に

お
け
る
第
九
項
第
一
号
ロ
又
は
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
雇
入
れ
（
当
該
雇
入
れ
に
係
る
求
人
の
申
込
み
又
は

労
働
者
の
募
集
が
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。）に
つ
い
て
、
三
年
以
内
既
卒
者

等
採
用
定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
を
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
日
に
お
け
る
第
十
三
項
第
一
号
イ
の
紹
介

に
よ
る
同
号
イ
の
規
定
に
よ
る
求
職
者
の
雇
入
れ
に
つ
い
て
、
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
を
支
給
す
る
も

の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
五

第
百
十
条
の
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
と
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
分

の
間
、
被
災
者
雇
用
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
及
び
障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励
金
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
平

成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
以
前
の
日
に
お
け
る
第
九
項
第
一
号
ロ
又
は
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
雇
入
れ
（
当

該
雇
入
れ
に
係
る
求
人
の
申
込
み
又
は
労
働
者
の
募
集
が
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に

限
る
。）に
つ
い
て
、
三
年
以
内
既
卒
者
等
採
用
定
着
コ
ー
ス
奨
励
金
を
、
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
日

に
お
け
る
第
十
三
項
第
一
号
イ
の
紹
介
に
よ
る
同
号
イ
の
規
定
に
よ
る
求
職
者
の
雇
入
れ
に
つ
い
て
、
安
定
雇

用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２

被
災
者
雇
用
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
及
び
第
三
号
に
定

め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

２

被
災
者
雇
用
開
発
コ
ー
ス
助
成
金
は
、
第
一
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
及
び
第
三
号
に
定

め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六

十
万
円
）（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と
き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算

定
し
た
額
）

二

対
象
者
一
人
に
つ
き
、
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
万
円
）

三

（
略
）

三

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

（
削
る
）

６

障
害
者
初
回
雇
用
コ
ー
ス
奨
励
金
は
、
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し

て
、
第
八
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
求
職
者
（
職
場
適
応
訓
練
受
講
求
職
者
を
除
く
。）を
、
公
共
職
業
安
定
所
、

地
方
運
輸
局
（
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局
及

び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
を
含
む
。）又
は
職
業
紹
介
事
業
者
等
（
障
害
者
初
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